
苦しむ人に対して、神はすべてを説明する理
由を与えてくれません。しかし神は、ともに
いて同伴するというかたちでこたえてくださ
います。いつくしみの歴史というかたちでこ
たえてくださいます。この歴史が、あらゆる
苦しみの歴史を結び合わせ、光りの道を開い
てくれるのです。神はキリストにおいて、わ
たしたちにこの道を分け与え、ご自分のまな
ざしを与えてくださいます。それは、わたし
たちが神のまなざしをもって光を見ることが
できるようにするためです。キリストは、苦
しみを耐え忍ぶことにより「信仰の創始者ま
た完成者」（ヘブライ人への手紙12,2）とな
られたかたなのです。

再び始めるというのは、もっともキリスト教
的な言葉、キリスト教の究極的な言葉《よみ
がえる》、《復活》にとても近い言葉であ
る。ゆえにわたしたちは何度も、復活祭が主
要な神秘、キリスト教生活の偉大な神秘であ
ることを思い起こしてきた！ わたしたちの間
におられる方によって、わたしたち一人ひと
りは再度起き上がり、再出発し、生まれ変わ
り、よみがえるのだ。わたしたちの人生の一
日一日、すべての瞬間において、復活、再び
始める、再出発することが道のりを決定する
基準であるべきなのだ。
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